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支
援
は
、
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括

支
援
交
付
金
（
以
下
、
緊
急

包
括
支
援
交
付
金
）」「
地
域

医
療
確
保
支
援
」
「
診
療
報

酬
」
の
３
本
立
て
と
な
っ
て

い
る
と
し
た
上
で
、特
に「
緊

急
包
括
支
援
交
付
金
」
は
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
都

道
府
県
が
活
用
計
画
を
作
成

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
地
域
か
ら
の
ボ
ト
ム
ア

ッ
プ
が
重
要
だ
と
指
摘
。
全

国
知
事
会
に
対
し
て
、
都
道

府
県
医
師
会
と
十
分
連
携
を

取
る
よ
う
求
め
て
い
く
と
し

た
。医

療
へ
の
対
策
に
関
し
て

は
、地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、

日
常
診
療
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
を
診
る
医
療

機
関
と
の
役
割
分
担
が
必
要

だ
と
強
調
。
補
正
予
算
で
対

応
す
る
と
さ
れ
て
い
る
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
相
談
窓
口
の
設

置
、
広
報
の
充
実
」
に
つ
い

て
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の

設
置
や
国
民
等
に
分
か
り
や

す
い
広
報
の
充
実
を
図
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
と
し
て
、

現
在
、
地
域
の
医
師
会
に
対

し
て
協
力
を
求
め
て
い
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。

一
方
、国
民
に
対
し
て
は
、

「
自
分
の
健
康
に
不
安
が
あ

る
場
合
は
、
電
話
等
の
情
報

通
信
機
器
を
用
い
て
、
ま
ず

は
受
診
歴
の
あ
る
か
か
り
つ

け
の
医
療
機
関
に
電
話
等
で

相
談
し
、
か
か
り
つ
け
医
の

指
示
に
従
っ
て
欲
し
い
」
と

述
べ
た
。

外
来
に
つ
い
て
は
、
既
存

の
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
外

来
や
新
型
コ
ロ
ナ
相
談
外
来

等
の
支
援
の
た
め
、
「
緊
急

包
括
支
援
交
付
金
」
か
ら
防

護
具
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
機
器
等

の
整
備
が
、
「
地
域
医
療
確

保
支
援
」
か
ら
マ
ス
ク
や
消

毒
用
エ
タ
ノ
ー
ル
等
の
物
資

の
確
保
が
、
そ
れ
ぞ
れ
盛
り

込
ま
れ
た
こ
と
を
評
価
。

入
院
に
関
し
て
は
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
て
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
を

診
る
医
療
機
関
を
、
「
無
症

状
者
」
「
軽
症
者
・
中
等
症

者
」
「
重
症
者
、
重
篤
者
」

に
分
け
て
受
け
入
れ
る
医
療

体
制
に
移
行
す
る
必
要
性
を

指
摘
。
ま
た
、「
無
症
状
者
・

軽
症
者
」
を
受
け
入
れ
る
ホ

テ
ル
や
健
康
管
理
を
行
う
医

師
等
医
療
従
事
者
の
確
保
に

向
け
て
、
「
緊
急
包
括
支
援

交
付
金
」
の
活
用
の
他
、「
地

域
医
療
確
保
支
援
」
と
し
て
、

外
来
と
同
様
に
物
資
の
確
保

な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し

た
。患

者
の
重
症
化
対
策
に
つ

い
て
は
、
重
症
患
者
の
増
大

に
向
け
た
備
え
と
し
て
、
人

工
呼
吸
器
・
体
外
式
膜
型
人

工
肺
（
Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ
）
の
確
保

と
そ
の
治
療
が
必
要
な
患
者

を
受
け
入
れ
る
医
療
機
関
の

要
員
確
保
が
重
要
に
な
る
と

し
、
「
医
療
器
材
の
整
備
と

と
も
に
、
人
材
の
育
成
に
向

け
て
も
、
『
緊
急
包
括
支
援

交
付
金
』
を
活
用
し
て
欲
し

い
」
と
述
べ
た
。

そ
の
他
、
診
断
キ
ッ
ト
、

ワ
ク
チ
ン
、
治
療
薬
の
早
期

開
発
を
後
押
し
す
る
た
め
、

「
ワ
ク
チ
ン
・
治
療
法
の
開

発
促
進
等
」
と
明
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
ま
た
、
風
評
被

害
等
を
含
め
た
支
援
と
し

て
、
「
緊
急
包
括
支
援
交
付

金
」
か
ら
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
に
伴
う

救
急
医
療
等
地
域
医
療
体
制

の
継
続
支
援
、
休
業
等
と
な

っ
た
医
療
機
関
の
再
開
等
支

援
」
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る

こ
と
を
紹
介
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
が
出

た
医
療
機
関
や
医
療
従
事

者
、
そ
の
家
族
等
に
対
す
る

風
評
被
害
が
あ
る
こ
と
に
も

触
れ
、
風
評
被
害
に
よ
り
医

療
機
能
が
失
わ
れ
て
し
ま
え

ば
、
地
域
の
医
療
提
供
体
制

の
崩
壊
を
招
く
恐
れ
が
あ
る

こ
と
に
理
解
を
求
め
た
。

最
後
に
、
横
倉
会
長
は「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
勝
つ
た
め
に
は
、
全
て
の

医
療
従
事
者
が
協
力
し
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と

強
調
。
国
民
に
対
し
て
は
、

行
動
変
容
へ
の
協
力
を
求
め

る
と
と
も
に
、
指
定
公
共
機

関
で
も
あ
る
日
医
と
し
て

も
、
都
道
府
県
医
師
会
や
郡

市
区
医
師
会
と
連
携
し
、
各

地
域
の
医
療
提
供
体
制
の
構

築
・
確
保
に
向
け
、
「
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
業

務
計
画
」
（
２
０
１
４
年
５

月
策
定
）
に
沿
っ
て
引
き
続

き
、
そ
の
責
務
を
果
た
し
て

い
く
と
し
た
。
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●	定例記者会見	
	 	 …………… 2～ 3面
●	西村・加藤両大臣と	
	 相次いで会談	 … 4面
●	医療問題Q&A	
	 	 ………………… 5面

会員の皆様へ
日本医師会会長　　　　

横倉義武　
　会員の先生方におかれましては、日々の日常診療に加えて、
マスクやガウンなどの防護具が不足する過酷な状況下にも
かかわらず、新型コロナウイルス感染症の治療並びに感染
拡大防止に向けた活動にも積極的に従事して頂き、深く感
謝申し上げます。

　人 を々救いたいという思いから一心に診療に取り組まれる
先生方の姿には、本当に頭が下がる思いがいたしております。

　今、日本は、感染患者が日々増加を続け、医療崩壊がいつ起きてもおかしく
ない瀬戸際の状況にあります。また、感染者を診たというだけで医療従事者が
いわれなき風評被害を受けるといった憂慮すべき事態も各地で散見されていま
す。

　これらの状況を踏まえ、日本医師会では、毎週開催している新型コロナウイ
ルス感染症担当理事連絡協議会等を通じて、現場の意見や要望をお聞きすると
ともに、それらの声を基に、安倍晋三内閣総理大臣始め、加藤勝信厚生労働
大臣、西村康稔経済再生担当大臣ら関係閣僚に対して、直接、その改善を求
める要望を行っています。

　また、感染者を一人でも減らすため、あらゆる場面を通じて、国民に行動変
容をお願いするとともに、医療従事者への理解を求める活動も続けているところ
です。

　医療崩壊を防ぐためには、正に日本の守護神とも言える存在の先生方を始め
とした医療従事者を、何としても守っていかなければなりません。日本医師会は、
常に先生方と共にあります。依然として改善されていない部分も多く、会員の先
生方にはご迷惑・ご心配をお掛けしておりますが、今後も先生方が安心して診療
に取り組んで頂けるよう、執行部一丸となって、その環境整備に努めて参ります。

　先生方におかれましては、改善すべき点等ございましたら、遠慮なく、都道府
県医師会を通じて、あるいは直接、日医にお申し出頂きますようお願いいたします。

　この状況はいつまで続くか分かりませんが、「雲外蒼天」という言葉もありま
すように、雲は必ず晴れます。雲の上には青い空が待っています。その希望を持
って一緒にがんばって参りましょう。

横
倉
会
長
は
ま
ず
、
安
倍

総
理
が
当
日
の
会
見
の
中

で
、
医
師
を
始
め
と
し
た
医

療
従
事
者
へ
の
感
謝
の
意
を

示
し
た
こ
と
に
触
れ
、
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
防
止
に
向
け
、

思
い
を
更
に
強
く
し
た
」
と

し
た
上
で
、
こ
れ
ま
で
の
日

医
の
取
り
組
み
と

し
て
、
（
１
）

４

月
１
日
に
「
医
療

危
機
的
状
況
宣

言
」
を
公
表
し
た
、

（
２
）
４
月
３
日

に
は
「
医
療
危
機

的
状
況
宣
言
」
の
内
容
を
自

ら
安
倍
総
理
に
説
明
す
る
と

と
も
に
、
医
療
現
場
の
現
状

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ

た
、
（
３
）
４
日
に
は
加
藤

勝
信
厚
生
労
働
大
臣
に
要
望

書
を
提
出
す
る
と
と
も
に
、

６
日
に
同
大
臣
と
医
療
が
危

機
的
状
況
に
あ
る
現
状
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た

─
こ
と
な
ど
を
説
明
。

今
回
の「
緊
急
事
態
宣
言
」

の
発
令
に
関
し
て
は
、
「
こ

れ
ま
で
日
医
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か
ら
国
民

の
生
命
と
健
康
を
守
る
た

め
、
関
係
各
所
に
対
し
て
主

張
し
て
き
た
こ
と
が
実
を
結

ん
だ
も
の
」
と
の
見
解
を
示

し
た
上
で
、
本
発
令
に
基
づ

く
今
後
の
医
療
機
関
に
対
す

る
支
援
の
内
容
を
概
説
し

た
。

　

横
倉
義
武
会
長
は
、
４
月
７
日
に
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
が
７
都
府

県
を
対
象
と
し
た
「
緊
急
事
態
宣
言
」
を
発
令
（
４
月
16
日
に
は
、
対
象

地
域
を
全
国
に
拡
大
）
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
同
日
に
緊
急
記
者
会
見
を

行
い
、
今
後
の
医
療
提
供
体
制
の
整
備
に
向
け
た
課
題
等
に
つ
い
て
、
日

医
の
見
解
を
述
べ
た
。

横倉会長
「
緊
急
事
態
宣
言
」の
発
令
を
受
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

日
医
の
見
解
を
示
す



日 医 ニ ュ ー ス 第1408号（2）令和2年5月5日〔第3種郵便物認可〕

■■■■■■■■

記
念
誌『
日
本
医
師
会

 

平
成
三
十
年
の
歩
み
』を
発
刊

4
月
8
・
15
日

■■■■■■■■

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

 

感
染
症
対
応
の
た
め

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
を
派
遣

■■■■■■■■

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
実
施
の

 

「
わ
が
国
に
滞
在
す
る

  

外
国
人
に
対
す
る

   

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
に

 

関
す
る
電
話
相
談
」
を
支
援

横
倉
義
武
会
長
は
、
記
念

誌
『
日
本
医
師
会
平
成
三
十

年
の
歩
み
』
を
発
刊
し
た
こ

と
を
報
告
し
た
。

同
記
念
誌
は
、
昨
年
よ
り

制
作
作
業
を
開
始
し
、
日
本

の
医
療
が
「
平
成
」
と
い
う

時
代
を
い
か
に
歩
ん
で
き
た

か
を
、
日
医
の
歩
み
を
中
心

に
取
り
ま
と
め
、
こ
の
ほ
ど

完
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

内
容
に
つ
い
て
は
、
横
倉

会
長
の
あ
い
さ
つ
、
安
倍
晋

三
内
閣
総
理
大
臣
ら
の
祝
辞

か
ら
始
ま
り
、
武
田
俊
彦
前

厚
生
労
働
省
医
政
局
長
に
よ

る
平
成
の
医
療
政
策
の
流
れ

に
つ
い
て
の
解
説
、
総
括
・

石
川
広
己
常
任
理
事
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
対
応
す
る
特
例
的
な
Ｊ

Ｍ
Ａ
Ｔ
と
し
て
「
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ
─

19　

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
」
を
派

松
本
吉
郎
常
任
理
事
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
に
鑑
み
、
日
医
と
し

十
大
ニ
ュ
ー
ス
・
コ
ラ
ム
・

年
表
等
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。横

倉
会
長
は
同
記
念
誌
に

つ
い
て
、
「
こ
れ
ま
で
も
日

医
は
二
度
に
わ
た
り
創
立
以

降
の
歩
み
を
編へ

ん
さ
ん纂

し
、
広
く

会
員
や
全
国
の
医
師
会
等
と

共
有
し
て
き
た
。
「
令
和
」

と
い
う
新
た
な
時
代
を
迎
え

た
今
、
平
成
の
時
代
に
お
け

る
わ
が
国
の
医
療
の
変
遷
を

後
世
に
つ
な
ぐ
こ
と
は
、
大

変
意
義
あ
る
こ
と
と
考
え
、

本
記
念
誌
を
編
纂
す
る
に
至

っ
た
」
と
発
刊
の
経
緯
を
説

明
。そ

の
上
で
、
平
成
の
時
代

の
医
療
へ
の
所
感
と
し
て
、

「
社
会
保
障
費
の
抑
制
な
ど

在
、
日
本
に
滞
在
し
て
い
る

外
国
人
の
方
々
が
、
ど
の
場

合
に
ど
の
医
療
機
関
に
か
か

れ
ば
よ
い
の
か
、
適
切
に
つ

な
い
で
い
く
必
要
が
あ
る

─
こ
と
等
が
あ
る
と
説
明

し
た
。

事
業
の
内
容
は
、
対
象
：

日
本
に
滞
在
し
て
い
る
外
国

人
、
期
間
：
４
月
10
日
（
金
）

～
５
月
20
日
（
水
）
の
約
１

カ
月
強
を
想
定
、
運
営
時

間
：
基
本
的
に
10
時
か
ら
17

時
、
対
応
言
語
：
英
語
（
毎

日
）、
中
国
語
（
平
日
）、
そ
の

他
の
言
語
（
韓
国
語
・
タ
イ

語
・
ス
ペ
イ
ン
語
・
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
語
・

ベ
ト
ナ
ム
語
等
）
（
曜
日
指

定
）、
連
絡
先
：
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

国
際
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー　

03
─

６
２
３
３
─

９
２
６
６

と
な
っ
て
い
る（
本
事
業
は
、

国
が
実
施
し
て
い
る
「
帰
国

者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ

ー
」
や
「
帰
国
者
・
接
触
者

外
来
」
と
は
別
の
独
自
の
取

り
組
み
と
な
る
）。

同
常
任
理
事
は
、
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

国
内
で
の
感
染
者
が
急
増
す

る
中
で
、
ど
の
よ
う
に
行
動

し
た
ら
良
い
の
か
な
ど
、
日

本
語
が
分
か
ら
な
い
外
国
人

の
方
々
の
不
安
は
計
り
知
れ

な
い
」
と
述
べ
た
上
で
、「
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医
療
情
報
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
も
、
記
者
会

見
や
英
字
新
聞
を
通
し
て
本

相
談
体
制
の
周
知
を
行
う
予

定
で
あ
る
が
、
ぜ
ひ
そ
の
周

知
を
お
願
い
し
た
い
」
と
し

て
、
協
力
を
求
め
た
。

て
外
国
人
に
対
す
る
医
療
相

談
へ
の
支
援
と
し
て
、
長
年

外
国
人
の
方
々
へ
の
医
療
相

談
や
電
話
医
療
通
訳
な
ど
に

対
応
し
て
き
た
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

国
際
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
に

対
し
て
支
援
を
し
て
い
く
こ

と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
概

要
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

遣
す
る
方
針
を
決
め
た
こ
と

を
報
告
し
、
既
に
東
京
都
・

福
岡
県
の
両
医
師
会
で
は
、

自
ら
に
よ
る
被
災
地
Ｊ
Ｍ
Ａ

Ｔ
と
し
て
出
動
を
行
っ
て
い

る
（
４
月
15
日
現
在
）
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。

本
来
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
地
震

や
台
風
な
ど
で
地
域
医
療
に

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
場

合
に
、
都
道
府
県
医
師
会
の

要
請
を
受
け
て
派
遣
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
横
浜
の
大
黒

ふ
頭
に
停
泊
し
た
ク
ル
ー
ズ

船
に
つ
い
て
は
国
か
ら
の
要

請
を
受
け
、
２
月
に
特
例
と

し
て
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
を
派
遣
し

た
。同

常
任
理
事
は
「
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ
─

19　

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
」
に

つ
い
て
、
都
道
府
県
医
師
会

か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
派
遣

遣
先
（
受
援
側
）
の
都
道
府

県
行
政
と
、
（
1
）
コ
マ
ン

ド
＆
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
担
う

拠
点
の
整
備
、
派
遣
先
都
道

府
県
医
師
会
等
と
の
連
携
、

（
２
）
隊
員
全
員
に
対
す
る

Ｐ
Ｐ
Ｅ
（
個
人
防
護
具
）
等

の
感
染
予
防
に
必
要
な
装
備

の
十
分
な
提
供
及
び
着
脱
訓

練
の
実
施
、
（
３
）
経
費
の

負
担
と
、
隊
員
が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染

し
た
場
合
の
諸
費
用
（
休
業

補
償
等
を
含
む
）
に
関
し
て

必
要
な
措
置
、
（
４
）
派
遣

終
了
後
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
必

要
な
場
合
の
実
施

─
な
ど

の
事
前
の
調
整
を
求
め
る
と

し
た
。

そ
の
中
で
も
、
特
に
重
要

な
点
と
し
て
、
（
２
）
の
感

染
防
護
具
の
提
供
と
着
脱
訓

練
を
挙
げ
、
「
支
援
し
た
こ

と
で
二
次
感
染
し
て
し
ま
っ

て
は
、
余
計
に
被
害
が
広
が

っ
て
し
ま
う
。
本
日
、
日
医

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
下
記
参

照
）
に
、
日
本
環
境
感
染
学

会
の
感
染
防
護
具
の
着
脱
手

順
に
関
す
る
動
画
を
掲
載
し

た
の
で
、
十
分
に
習
得
し
て

か
ら
支
援
に
赴
い
て
頂
き
た

い
」
と
注
意
を
促
し
た
。

な
お
、「
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─

19　

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
」
は
、
ま
ず
は
当

該
都
道
府
県
医
師
会
自
ら
が

編
成
す
る
「
被
災
地
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ
─

19　

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
」
に

お
い
て
活
動
を
展
開
し
、
更

な
る
支
援
が
必
要
な
場
合

は
、
他
地
域
の
医
師
会
で
編

成
す
る
「
支
援
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

─

19　

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
」
を
派
遣

す
る
仕
組
み
と
し
て
お
り
、

申
し
込
み
の
あ
っ
た
全
て
の

「
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─

19　

Ｊ
Ｍ
Ａ

Ｔ
」
隊
員
を
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
も
対
応

す
る
傷
害
保
険
の
被
保
険
者

と
す
る
原
則
に
な
っ
て
い
る
。

─
◇

─

■
動
画
「
感
染
防
護
具　

ガ

ウ
ン
着
脱
手
順
」

http://www.med.or.jp/

doctor/kansen/novel_

corona/009082.html#:

厳
し
い
状
況
が
続
く
中
で
、

国
民
に
寄
り
添
う
医
療
と
は

何
か
を
懸
命
に
模
索
し
な
が

ら
、
国
民
皆
保
険
制
度
の
堅

持
と
、
か
か
り
つ
け
医
を
中

心
と
し
た
医
療
・
介
護
の
提

供
体
制
の
構
築
に
邁ま

い
し
ん進

し
た

時
代
で
あ
っ
た
」
と
振
り
返

り
、
同
記
念
誌
が
そ
う
し
た

歩
み
を
紐ひ

も

解
く
上
で
の
一
助

に
な
る
こ
と
に
期
待
感
を
示

し
た
。

同
記
念
誌
は
今
後
、
都
道

府
県
・
郡
市
区
等
医
師
会
な

ど
へ
配
付
す
る
と
と
も
に
、

日
医
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
る
。

す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
業

務
は
「
軽
症
者
や
無
症
状
者

の
受
入
施
設
（
宿
泊
施
設
等
）

や
そ
の
健
康
管
理
部
門
等
」

「
帰
国
者
・
接
触
者
外
来
、

行
政
や
地
域
医
師
会
等
が
設

置
し
た
仮
設
診
療
所
等
」
で

の
支
援
と
な
る
こ
と
を
説

明
。派

遣
に
当
た
っ
て
は
、
派

案 内

https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/35644/report

　横倉義武会長が4月17日に、
日医の新型コロナウイルス感染
症に対する取り組みをテーマと
して、日本記者クラブの会員向
けに行った講演の模様が、下記
のホームページで紹介されてい
ます。ぜひ、ご覧下さい。

同
セ
ン
タ
ー
の
代
表
の
小

林
理
事
長
（
神
奈
川
県
大
和

市
医
師
会
長
）
は
、
日
医
の

「
外
国
人
医
療
対
策
委
員
会
」

の
委
員
も
務
め
て
い
る
。

同
常
任
理
事
は
、
今
回
の

支
援
の
背
景
と
し
て
、（
１
）

現
状
、
外
国
人
の
方
々
も
日

本
人
と
同
様
に
帰
国
者
・
接

触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
に
相
談

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
中

で
、
十
分
な
対
応
が
で
き
て

い
る
か
実
態
は
不
明
で
あ

る
、
（
２
）
外
国
人
の
方
々

か
ら
の
相
談
が
増
え
て
き
て

い
る
と
の
情
報
も
あ
り
、
現
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

 
関
す
る
診
療
報
酬
上
の

対
応
に
つ
い
て
説
明

■■■■■■■■

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

 

に
関
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の

  

取
り
扱
い
に
つ
い
て

 

日
医
の
見
解
示
す

■■■■■■■■

医
療
従
事
者
へ
の

 

風
評
被
害
に
対
す
る
国
民
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
を
制
作

松
本
常
任
理
事
は
４
月
８

日
、
政
府
の
対
策
本
部
で
決

定
さ
れ
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
基
本

方
針
」
を
踏
ま
え
、
同
日
開

催
の
中
医
協
に
お
い
て
了
承

さ
れ
た
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
診

療
報
酬
上
の
特
例
的
な
対

応
」
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ

た
。同

対
応
案
で
は
、
「
外
来
」

に
つ
い
て
、
一
般
の
医
療
機

関
で
事
前
に
電
話
連
絡
を
受

け
、
時
間
的
・
空
間
的
な
感

染
予
防
策
な
ど
、
必
要
な
策

を
講
じ
た
上
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
疑
わ
れ

る
患
者
に
対
す
る
外
来
診
療

を
評
価
す
る
と
い
う
方
向
性

の
下
、
「
院
内
ト
リ
ア
ー
ジ

実
施
料
（
３
０
０
点
／
回
）
」

を
算
定
可
能
と
す
る
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
る
。

同
常
任
理
事
は
こ
の
点
に

つ
い
て
、
「
今
回
、
受
診
の

時
間
帯
に
よ
ら
ず
、
同
感
染

症
患
者
に
の
み
算
定
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
施
設
基
準
の
届

出
は
不
要
と
さ
れ
る
な
ど
、

柔
軟
な
対
応
が
な
さ
れ
た
」

と
解
説
し
た
。

ま
た
、
「
入
院
」
に
つ
い

て
は
、
感
染
症
指
定
医
療
機

関
に
限
ら
ず
、
緊
急
入
院
を

必
要
と
す
る
同
感
染
症
患
者

に
対
す
る
診
療
を
評
価
す
る

と
い
う
方
向
性
の
下
、
医
師

松
本
常
任
理
事
は
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊

急
経
済
対
策
」
（
４
月
７
日

閣
議
決
定
）
に
、
初
診
か
ら

の
オ
ン
ラ
イ
ン
・
電
話
に
よ

る
診
療
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ

た
こ
と
を
受
け
て
、
日
医
の

見
解
を
述
べ
た
。

同
常
任
理
事
は
ま
ず
、
日

医
と
し
て
こ
れ
ま
で
国
の
検

討
会
等
に
お
い
て
、
全
く
の

初
診
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
の
実
施
は
、
情
報
の
な
い

中
で
の
問
診
と
視
診
だ
け
の

診
断
や
処
方
と
な
る
た
め
、

大
変
危
険
で
あ
る
と
主
張
し

て
き
た
こ
と
を
改
め
て
説

明
。
今
回
の
措
置
に
つ
い
て

は
、
「
こ
の
非
常
事
態
の
下
、

患
者
や
医
療
従
事
者
の
感
染

を
防
止
し
、
地
域
医
療
の
崩

壊
を
避
け
る
た
め
の
特
例
中

の
特
例
で
あ
り
、
例
外
中
の

例
外
で
あ
る
」
と
の
認
識
を

示
し
た
。

更
に
、
今
回
の
措
置
を
適

用
す
る
に
当
た
っ
て
、
高
齢

者
や
透
析
患
者
、
妊
産
婦
な

ど
が
重
症
化
す
る
恐
れ
が
あ

る
こ
と
、
ま
た
、
在
宅
医
療

を
受
け
て
い
る
医
療
的
ケ
ア

児
や
重
度
心
身
障
害
児
・
重

度
心
身
障
害
者
や
そ
の
家
族

に
も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ

る
こ
と
等
を
指
摘
。
「
今
後
、

城
守
国
斗
常
任
理
事
は
日

医
が
、
医
療
従
事
者
へ
の
風

評
被
害
に
理
解
を
求
め
る
国

民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
を

制
作
し
た
こ
と
を
公
表
し
た
。

本
動
画
の
中
で
は
、
医
師

を
始
め
と
し
た
医
療
従
事
者

が
国
民
の
健
康
、
生
命
を
守

る
た
め
日
常
診
療
に
加
え
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
防
止
に
向
け
て
、

日
々
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
や
風
評
被
害
の
実
例

を
紹
介
。
横
倉
義
武
会
長
も

出
演
し
、
国

民
の
皆
様
に

「
う
つ
さ
な

い
！
　

う
つ

ら
な
い
！

」

を

合

言

葉

に
、
共
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染

症
に
立
ち
向

か
っ
て
い
こ

う
と
呼
び
掛

け
る
も
の
と

な

っ

て

い

る
。城

守
常
任

理
事
は
、
今
回
の
動
画
制
作

に
至
る
背
景
に
つ
い
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
感
染
し
た
患
者
の
増
加
に

伴
い
、
医
療
機
関
に
お
い
て

も
感
染
患
者
の
診
察
に
当
た

る
機
会
が
増
え
て
お
り
、
感

染
患
者
を
診
た
と
い
う
だ
け

で
、
医
師
を
始
め
と
し
た
医

療
従
事
者
や
そ
の
家
族
が
い

わ
れ
な
き
誹
謗
中
傷
を
受
け

る
事
例
が
各
地
で
散
見
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
憂
慮
し
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
と
説
明
。

そ
の
上
で
、
「
一
人
で
も

多
く
の
方
々
に
こ
の
動
画
を

ご
覧
頂
き
、
医
療
従
事
者
に

対
す
る
理
解
が
進
む
こ
と
に

期
待
し
た
い
」
と
し
、
マ
ス

コ
ミ
に
対
し
て
そ
の
周
知
へ

の
協
力
を
求
め
た
。

な
お
、
本
動
画
は
、
日
医

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(www.med.

or.jp/people/info/

people_info/009162.

html)

に
掲
載
し
て
い
る
他
、

YouTube

（www.youtube.

com/watch?v=Sywpq_

GJeAQ

）
な
ど
で
も
配
信
し
、

幅
広
く
国
民
に
周
知
を
図
っ

て
い
る
。

が
診
察
等
に
よ
っ
て
、
緊
急

入
院
が
必
要
で
あ
る
と
認
め

た
患
者
に
つ
い
て
、
「
救
急

医
療
管
理
加
算
１
（
９
５
０

点
／
日
）
」
と
「
二
類
感
染

症
患
者
入
院
診
療
加
算
（
２

５
０
点
／
日
）
」
を
算
定
で

き
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

同
常
任
理
事
は
、
「
前
者

は
、
通
常
７
日
間
が
限
度
と

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
特
例

的
に
14
日
間
ま
で
算
定
可
能

と
な
っ
た
。
ま
た
、
同
感
染

症
患
者
は
、
救
急
医
療
管
理

加
算
の
対
象
患
者
で
あ
る
、

〝
緊
急
に
入
院
を
必
要
と
す

る
重
症
患
者
と
し
て
入
院
し

た
患
者
〟
と
み
な
さ
れ
る
」

と
す
る
と
と
も
に
、
「
後
者

は
、
第
二
種
指
定
感
染
症
指

定
医
療
機
関
の
指
定
に
か
か

わ
ら
ず
算
定
で
き
、
加
え
て
、

個
室
ま
た
は
陰
圧
室
で
受
け

入
れ
た
場
合
は
、
二
類
感
染

厚
生
労
働
省
か
ら
具
体
的
な

内
容
に
つ
い
て
事
務
連
絡
等

が
発
出
さ
れ
る
こ
と
に
な

症
患
者
療
養
環
境
特
別
加
算

を
算
定
で
き
る
と
い
う
柔
軟

な
対
応
が
示
さ
れ
た
」
と
し

た
。同

常
任
理
事
は
、
今
回
の

外
来
と
入
院
の
診
療
報
酬
上

の
特
例
的
な
対
応
に
つ
い

て
、
日
医
と
し
て
一
定
の
評

価
を
し
て
い
る
と
し
た
上

で
、
今
後
の
状
況
に
応
じ
て
、

引
き
続
き
診
療
報
酬
上
の
柔

軟
な
対
応
を
検
討
す
る
必
要

性
を
強
調
。
同
日
の
中
医
協

に
お
い
て
も
、
（
１
）
感
染

拡
大
で
入
院
を
要
す
る
患
者

が
増
え
た
場
合
、
必
要
な
病

床
を
確
保
す
る
た
め
に
、
同

感
染
症
以
外
の
一
般
の
入
院

患
者
を
転
院
あ
る
い
は
転
棟

等
さ
せ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
そ
う
し
た
患

者
を
一
時
的
に
一
般
病
棟
以

外
の
病
棟
で
受
け
入
れ
る
、

ま
た
は
他
の
医
療
機
関
の
患

者
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、
必

要
な
入
院
医
療
を
提
供
し
た

場
合
な
ど
に
つ
い
て
も
適
切

な
評
価
を
行
う
、
（
２
）
基

礎
疾
患
や
精
神
疾
患
等
の
あ

る
患
者
や
妊
産
婦
等
の
方
々

が
同
感
染
症
に
罹
患
し
た
場

合
、
両
方
の
疾
患
を
診
る
必

要
性
か
ら
、
他
の
医
療
機
関

か
ら
医
師
を
含
め
た
人
材
を

集
約
し
、
対
応
に
当
た
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
際

に
提
供
さ
れ
た
医
療
内
容
に

応
じ
て
、
柔
軟
な
診
療
報
酬

の
算
定
を
認
め
る

─
こ
と

の
２
点
を
厚
生
労
働
省
に
要

望
し
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。

同
常
任
理
事
は
最
後
に
、

「
今
後
、
更
な
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
の

増
大
等
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

想
定
し
て
い
な
い
よ
う
な
事

態
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る

が
、
日
医
と
し
て
引
き
続
き
、

国
に
対
し
て
診
療
報
酬
上
の

柔
軟
な
対
応
を
求
め
て
い

く
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。

る
。
そ
こ
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す

る
都
道
府
県
協
議
会
の
役
割

が
重
要
に
な
る
と
考
え
る
」

と
し
て
、
改
め
て
、
各
都
道

府
県
医
師
会
に
対
し
て
、
初

診
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
と
し

た
検
証
・
協
議
を
行
う
よ

う
、
都
道
府
県
行
政
と
の
連

携
を
求
め
た
。

一
方
、
都
道
府
県
行
政
に

対
し
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
に
関
し
て
、
常
に
問
題
の

あ
る
事
例
を
収
集
し
、
場
合

に
よ
っ
て
は
定
期
的
な
開
催

だ
け
で
な
く
、
臨
時
に
開
催

す
る
な
ど
迅
速
に
検
証
を
行

い
、
関
係
医
療
機
関
へ
の
指

導
を
図
る
な
ど
の
対
応
を
求

め
た
上
で
、
「
事
態
が
収
ま

り
次
第
、
速
や
か
に
、
通
常

の
診
療
で
あ
る
対
面
診
療
に

戻
し
、
安
全
で
安
心
で
き
る

医
療
の
本
来
の
姿
を
取
り
戻

す
べ
き
」
と
し
た
。

新型コロナウイルス感染症に関する
政府広報情報

　昨今、新型コロナウイルス感染症患者を診た医療機
関や、そこで働く医療従事者、中にはそのお子さんに
まで風評被害が及ぶ事態が各地で散見されています。
　法務省では、不当な差別やいじめ等のさまざまな人
権問題についての相談を受け付ける電話を開設してい
ます。ぜひ、ご活用下さい。

●みんなの人権110番（全国共通人権相談ダイヤル）
　 0570─003─110（平日午前8時30分～午後5時15分まで）

●子どもの人権110番
　 0120─007─110（平日午前8時30分～午後5時15分まで）
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横
倉
義
武
会
長
は
４
月
10

日
、
西
村
康
稔
経
済
再
生
担

当
大
臣
、
加
藤
勝
信
厚
生
労

働
大
臣
と
相
次
い
で
会
談
。

西
村
経
済
再
生
担
当
大
臣
に

医
療
機
関
で
防
護
具
が
不
足

し
て
い
る
窮
状
を
訴
え
、
そ

の
改
善
を
求
め
た
他
、
加
藤

厚
労
大
臣
に
は
抗
体
検
査
の

速
や
か
な
普
及
を
求
め
る
要

望
書
を
手
交
し
た
。

西
村
経
済
再
生
担
当
大
臣

と
の
会
談
の
中
で
、
横
倉
会

長
は
資
料
を
基
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者

が
急
激
に
増
加
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
医
療
現
場

で
は
防
護
具
が
不
足
し
て
い

る
た
め
に
、
そ
の
対
応
が
で

き
な
い
と
こ
ろ
が
増
え
て
い

る
こ
と
を
説
明
。
「
防
護
具

が
な
い
ま
ま
に
診
察
を
続
け

れ
ば
、
そ
の
施
設
や
周
辺
で

ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
が
発
生

し
、
患
者
さ
ん
や
施
設
入
所

者
、
ひ
い
て
は
医
療
従
事
者

が
感
染
し
て
し
ま
う
こ
と

で
、
医
療
崩
壊
が
起
き
て
し

ま
う
」
と
し
て
、
理
解
を
求

め
た
。

ま
た
、
不
足
し
て
い
る
防

護
具
と
し
て
は
、
Ｎ
95
マ
ス

ク
や
フ
ル
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル

ド
を
挙
げ
る
と
と
も
に
、
そ

れ
ら
の
防
護
具
の
セ
ッ
ト

が
、
日
医
総
研
の
試
算
に
よ

る
と
、
最
終
的
に
は
２
０
０

０
万
セ
ッ
ト
／
月
（
一
人
の

発
熱
患
者
に
対
し
て
最
初
に

最
低
３
人
関
わ
り
、
こ
の
状

況
が
こ
れ
か
ら
１
年
間
続
く

と
想
定
。
救
急
隊
員
や
治
安

を
維
持
す
る
警
察
官
や
安
全

保
障
を
担
う
自
衛
隊
分
も
含

む
）
必
要
に
な
る
と
し
た
。

今
回
の
要
望
に
対
し
て
、

西
村
経
済
再
生
担
当
大
臣
は

一
定
の
理
解
を
示
し
、
国
と

し
て
も
、
で
き
る
限
り
の
対

応
を
し
た
い
と
応
じ
た
。

加
藤
厚
労
大
臣
と
の
会
談

で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
は
現
時
点
で
ワ
ク

チ
ン
も
有
効
な
治
療
薬
も
な

く
、
更
に
防
護
具
な
ど
が
不

足
し
て
い
る
中
で
、
医
師
を

始
め
と
す
る
医
療
従
事
者
は

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
担
っ
て
い
る

こ
と
を
説
明
す
る
と
と
も

に
、
採
血
で
行
う
抗
体
検
査

の
利
点
と
し
て
、
（
１
）
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
と
比
べ
る
と
医
療

従
事
者
の
感
染
リ
ス
ク
が
大

幅
に
軽
減
さ
れ
る
、
（
２
）

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
と
異
な
り
、
免

疫
獲
得
の
確
認
や
、
集
団
免

横倉会長
西
村
・
加
藤
両
大
臣
と
相
次
い
で
会
談

防
護
具
不
足
の
改
善
、抗
体
検
査
の

                           

速
や
か
な
普
及
を
求
め
る

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
く

緊
急
事
態
宣
言
が
、
４
月
７

日
に
発
令
さ
れ
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
日
医
は
翌
８
日
に
全

国
知
事
会
と
の
意
見
交
換
会

を
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
で

開
催
し
、
医
療
崩
壊
を
防
ぐ

た
め
に
協
力
し
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
た
。

冒
頭
、
あ
い
さ
つ
し
た
横

倉
義
武
会
長
は
、
緊

急
経
済
対
策
に
お
け

る
医
療
機
関
の
支
援

に
つ
い
て
は
、
「
緊

急
包
括
支
援
交
付
金

（
仮
称
）」
「
地
域
医

療
確
保
支
援
」
「
診

療
報
酬
」
の
３
本
立

て
で
対
応
す
る
こ
と

に
な
っ
た
こ
と
に
触

れ
、「『
緊
急
包
括
支

援
交
付
金
（
仮
称
）』

は
、
地
域
の
医
療
提

供
体
制
を
守
る
た

め
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
て
都
道
府
県
が

活
用
計
画
を
作
成
す

る
も
の
で
あ
り
、
知

事
の
皆
様
に
は
都
道

府
県
医
師
会
と
十
分

に
連
携
し
て
頂
き
た
い
」
と

要
請
。
ま
た
、
各
都
道
府
県

で
ど
こ
の
病
床
が
利
用
で
き

る
か
な
ど
の
医
療
資
源
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
、
行
政
側

か
ら
医
療
機
関
の
状
況
把
握

が
で
き
る
仕
組
み
が
必
要
で

あ
る
と
し
た
。

飯
泉
嘉
門
全
国
知
事
会
長

／
全
国
知
事
会
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
緊
急
対
策
本
部
本

部
長
（
徳
島
県
知
事
）
は
、

緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
８
日

に
開
催
し
た
第
５
回
全
国
知

事
会
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

緊
急
対
策
本
部
会
議
で
、
緊

急
事
態
宣
言
の
対
象
と
な
っ

た
７
都
府
県
の
知
事
を
交
え

て
議
論
を
行
い
、
国
民
に
向

け
た
「
打
倒
コ
ロ
ナ
！
　

危

機
突
破
宣
言
」
を
取
り
ま
と

め
た
こ
と
を
紹
介
。
そ
の
中

で
、
諸
外
国
の
よ
う
な
医
療

崩
壊
を
防
ぐ
た
め
に
強
い
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
打
ち
出
し
た
と

し
、
日
医
と
の
協
力
に
期
待

を
寄
せ
た
。

続
い
て
、
平
井
伸
治
同
副

本
部
長
（
鳥
取
県
知
事
）
が
、

「
打
倒
コ
ロ
ナ
！
　

危
機
突

破
宣
言
」
と
と
も
に
取
り
ま

と
め
た
「『
緊
急
事
態
宣
言
』

を
受
け
て
の
緊
急
提
言
」
の

概
略
を
説
明
。
緊
急
事
態
宣

言
を
実
効
性
あ
る
も
の
と
す

る
た
め
、国
に
対
し
て
、（
１
）

イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
や
事
業

活
動
の
自
粛
な
ど
感
染
防
止

の
た
め
の
協
力
要
請
に
対
す

る
補
償
等
、
（
２
）
緊
急
事

態
宣
言
の
対
象
地
域
か
ら
他

緊急事態宣言を踏まえ
             全国知事会との意見交換会を開催

疫
の
把
握
等
に
適
し
て
い
る

─
こ
と
な
ど
が
あ
る
と
指

摘
。現

在
、
横
浜
市
立
大
学
を

始
め
と
す
る
国
内
の
大
学
や

研
究
機
関
等
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
抗
体
検

査
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
医
薬
品
医
療
機
器
総
合

機
構
に
お
い
て
は
、
抗
体
検

査
の
速
や
か
な
普
及
の
た

め
、
現
在
も
迅
速
・
丁
寧
な

対
応
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
紹
介
し
、
国
の
更
な
る
対

応
を
求
め
た
。

ま
た
、
西
村
経
済
再
生
担

当
大
臣
に
要
望
し
た
Ｎ
95
マ

ス
ク
を
始
め
と
し
た
医
療
機

関
の
防
護
具
に
つ
い
て
も
、

改
め
て
対
応
を
求
め
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
加
藤
厚

労
大
臣
は
一
定
の
理
解
を
示

し
、
感
染
拡
大
防
止
に
向
け

て
両
者
が
協
力
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
を
改
め
て
確

認
し
た
。

の
地
域
へ
の
感
染
リ
ス
ク
の

拡
散
防
止
及
び
国
民
の
行
動

変
容
を
促
す
た
め
の
注
意
喚

起
の
徹
底
、
（
３
）
命
を
守

る
た
め
の
医
療
提
供
体
制
の

整
備
、
（
４
）
地
域
の
自
由

度
の
高
い
財
政
支
援
制
度
の

創
設
、
（
５
）
風
評
被
害
、

差
別
意
識
の
排
除
の
推
進

─
を
求
め
て
い
く
と
し

た
。そ

の
後
の
意
見
交
換
で

は
、
中
川
俊
男
副
会
長
が
、

日
医
が
全
都
道
府
県
医
師
会

と
毎
週
金
曜
日
に
テ
レ
ビ
会

議
で
開
催
し
て
い
る
「
都
道

府
県
医
師
会
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
担
当
理
事
連

絡
協
議
会
」
に
お
い
て
、
か

か
り
つ
け
医
か
ら
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
ま
で
の
流
れ
が
ス
ム
ー
ズ

で
は
な
い
と
の
指
摘
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
報

告
。
保
健
所
や
帰
国
者
・
接

触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
の
キ
ャ

パ
シ
テ
ィ
の
拡
充
を
訴
え
、

鳥
取
県
や
沖
縄
県
等
の
好
事

例
を
知
事
会
内
で
共
有
す
る

こ
と
を
要
望
し
た
他
、
石
川

広
己
常
任
理
事
は
、
防
護
具

不
足
の
中
で
医
療
従
事
者
が

奮
闘
し
て
い
る
実
情
を
説
明

し
、更
な
る
協
力
を
求
め
た
。

横
倉
会
長
は
、
「
濃
厚
接

触
に
よ
る
自
主
的
な
就
業
制

限
、
施
設
の
使
用
制
限
に
関

す
る
日
本
医
師
会
の
考
え
方　

Ver.2.0

」を
取
り
上
げ
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
患
者
を
診
察
し
た
医
療
機

関
の
風
評
被
害
を
防
ぐ
た
め

に
も
、
保
健
所
の
指
導
の
下

に
消
毒
し
た
こ
と
を
自
治
体

が
住
民
に
適
切
に
広
報
し
て

欲
し
い
」
と
強
調
し
た
。

日　
本　
医　
師　
会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

人
事
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・総
務
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・施
設
課	

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・経
理
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・広
報
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・情
報
シ
ス
テ
ム
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・（
会
員
情
報
室	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー	

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）

医
療
保
険
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・介
護
保
険
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・年
金・税
制
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・生
涯
教
育
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・編
集
企
画
室	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・日
本
医
学
会	

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・医
学
図
書
館	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２・国
際
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・総
合
医
療
政
策
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４

医
事
法
・
医
療
安
全
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー	

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
健
康
医
療
第
一
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
健
康
医
療
第
二
課	

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
感
染
症
危
機
管
理
対
策
室	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５

医
賠
責
対
策
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研	

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー（
業
務
推
進
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
女
性
医
師
バ
ン
ク	

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
）・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー	

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
（
防
災
セ
ン
タ
ー	

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟	

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）
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AA&Q
Question

Answer医療問題
薬価と
    消費税について

当院は無床クリニックで、院内処方をしています。医薬品の納入価を交
渉する際、卸売業者によっては、消費税相当額を差し引いた「本体薬価」
からではなく、消費税相当額が入った「薬価」を元に値引率及び納入価
を提示されることがあり、話が噛み合いません。どうすれば双方が同じ
考え方で納入価交渉ができるのでしょうか。

例えば「薬価」110円の医薬品の場合、薬価には消費税相当額分約10円が含
まれていますので、その10円を差し引いた「本体薬価」100円を基本に、そ
こから10％値引きして「納入価」は90円とする、と双方が合意する交渉手順
を踏めば良いのです（図1）。
この例で、『薬価から18.2％引きの90円』とどちらかが表現すると、話が噛
み合わなくなってしまいます。
日医は、医療機関が仕入れを行う際に混乱が生じないよう、考え方を統一し
て交渉を行うべきと提言してきました。これに合意した日本医薬品卸売業連合
会（以下、卸連）が、『①医療機関又は保険薬局と医療用医薬品の価格交渉を
行う際、税抜価格を提示する、②税抜価格は、薬価から薬価に加算されている
消費税相当額を控除した額（薬価本体価格）との本体薬価差を明らかにした価
格とする』と、公正取引委員会に表示カルテルの届出を行い、2014年4月から
実施されています（図2）。
しかしながら、この表示カルテルの実施が必ずしも徹底されていない現状を
踏まえ、『価格提示の際には、表示カルテルに準拠した本体薬価からの値引率
を表示した見積書（図3）で価格提示を行うこと』を、再度、会員卸企業に徹
底を図る旨、本年3月、卸連より日医に対して報告を受けたところです。

消費税率10％への引き上げに伴い、令和元年10月の薬価改定において、
医薬品の仕入れに係る消費税分はどのように補填されているのでしょう
か？

既収載医薬品の新しい薬価は、税抜きの市場実勢価格（薬価調査による加重
平均値）に消費税10％分を上乗せし、調整幅を加算して、算定されています（図
4）。なお、新薬等の薬価算定においても、製造・流通段階で係る消費税分が
上乗せされています。
このことを多くの方に知って頂くために、患者さんに渡す領収書及び明細書
に、「診療報酬や薬価等には、医療機関等が仕入れ時に負担する消費税が反映
されています。」と記載されています。

　今号では、会員から寄せられた『卸売業者との医薬品の納
入価交渉が噛み合いません』との意見と、関連の質問の中か
ら、以下の2つについて、小玉弘之常任理事に回答してもら
った。

税抜き相当の本体薬価を明確にし、税抜き同士で比較できれば、
混乱は起きない。

消費税 9

消費税相当額10

医療機関の仕入れ値 医療機関の売り値

90
税抜き

100
本体薬価

値引率 10％
薬価差 10％

薬価 110
（非課税）

図1

薬価 110 円の薬品を、 18.2％引きの 90 円で買う。ではなく、
本体薬価 100 円の薬品を、10％引きの 90 円で買う。という共通理解に。

公正取引委員会への届出内容
図2

日本医薬品卸売業連合会「消費税と薬価の制度について」2014 年 4月より

表示カルテルの届出をした具体的内容は次の通りです。

① 医療機関又は保険薬局と医療用医薬品の価格交渉を行う際、
 税抜価格を提示する。

② 税抜価格は、薬価から薬価に加算されている消費税相当額を
 控除した額（薬価本体価格）との本体薬価差を明らかにした
 価格とする。

※本表示カルテルの実施期間は、2021 年 3 月迄

図3

見積書
〇〇クリニック　御中

〇〇株式会社
合計金額　¥18,000
※別途消費税がかかります
メーカー・
商品名・
規格

薬価
Ａ

（包装単位）

本体薬価
Ｂ

（包装単位）

見積価
Ｃ

対本体薬価
値引率

数量
Ｄ 計

Ａ×100／
110

Ｂの
値引き後
の価格

Ｂの
値引き率 Ｃ×Ｄ

〇〇製薬
〇〇錠
〇mg

¥110 ¥100 ¥90 10％ 200 ¥18,000

合計金額 ¥18,000

×

薬価算定上の消費税の取扱い（令和元年10月以降）
図 4

青字は、改定前の薬価115円、市場実勢価格の加重平均値（税抜）97.9 円の例

※調整幅は、改定前薬価の2／100 に相当する額
　上記の例では、改定前薬価115×2％＝2.3

新薬価＝
医療機関・薬局への販売
価格の加重平均値
（税抜の市場実勢価格）

１＋消費税率
（地方消費税分含む）

＋調整幅

110 97.9 1.1 2.3

※

小玉弘之常任理事

Ｑ
１

Ｑ
２

日　
本　
医　
師　
会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

人
事
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・総
務
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・施
設
課	

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・経
理
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・広
報
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・情
報
シ
ス
テ
ム
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・（
会
員
情
報
室	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー	

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）

医
療
保
険
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・介
護
保
険
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・年
金・税
制
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・生
涯
教
育
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・編
集
企
画
室	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・日
本
医
学
会	

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・医
学
図
書
館	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２・国
際
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・総
合
医
療
政
策
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４

医
事
法
・
医
療
安
全
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー	

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
健
康
医
療
第
一
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
健
康
医
療
第
二
課	

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
感
染
症
危
機
管
理
対
策
室	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５

医
賠
責
対
策
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研	

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー（
業
務
推
進
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
女
性
医
師
バ
ン
ク	

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
）・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー	

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
（
防
災
セ
ン
タ
ー	

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟	

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）
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２
０
１
９
年
12
月
、
中
国

武
漢
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
は
瞬
く

間
に
世
界
的
流
行
と
な
っ

た
。
正
体
の
は
っ
き
り
し
な

い
厄
介
な
こ
の
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
根
本
的
治
療
法
が
な

い
現
在
、
医
療
は
対
症
療
法

と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

も
風
邪
ウ
イ
ル
ス
の
一
種
で

あ
り
、
感
染
し
た
人
の
８
割

が
軽
症
も
し
く
は
無
症
状
に

経
過
し
、
日
本
の
致
死
率
は

他
国
に
比
べ
低
い
。
し
か
し

甘
く
見
て
は
い
け
な
い
、
正

し
く
恐
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
、
ウ
イ
ル
ス
の
医
学

的
知
識
と
日
本
の
感
染
対
策

の
狙
い
を
一
般
の
人
々
に
説

明
す
れ
ば
、
ウ
イ
ル
ス
感
染

へ
の
不
安
や
恐
怖
が
少
し
は

和
ら
ぐ
よ
う
だ
が
、
テ
レ
ビ

な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
の
煽あ

お

り
立

て
る
報
道
に
は
到
底
太
刀
打

ち
で
き
な
い
。

ど
の
医
療
従
事
者
も
一
般

の
人
々
と
同
様
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
へ
の
不

安
を
感
じ
な
が
ら
仕
事
を
し

て
い
る
。
特
に
、
命
の
危
険

に
曝さ

ら

さ
れ
な
が
ら
も
怯
む
こ

と
な
く
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
者
の
治
療
に
専
念

し
て
い
る
医
療
従
事
者
の
緊

張
感
と
意
識
の
高
さ
や
、
治

療
に
携
わ
り
無
念
に
も
感
染

し
た
医
療
従
事
者
の
動
揺
と

恐
怖
は
想
像
に
難
く
な
い
。

一
方
で
、
感
染
症
の
治
療

に
携
わ
る
医
療
従
事
者
と
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
、
科

学
的
根
拠
な
く
関
連
付
け
る

悲
し
い
言
動
が
相
次
い
で
い

る
。
「
ば
い
菌
扱
い
」
「
無
視

や
嫌
が
ら
せ
」
「
偏
見
や
差

別
」
な
ど
、
医
療
従
事
者
へ

の
誹
謗
中
傷
は
決
し
て
容
認

さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
は
な

い
。
し
か
も
、
医
学
的
知
識

の
あ
る
医
療
従
事
者
の
中
に

も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
携
わ
る
同
僚
へ
の

心
無
い
発
言
も
あ
る
と
聞
く

か
ら
驚
き
で
あ
る
。

欧
米
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る

感
染
者
数
と
死
亡
者
数
の
多

さ
は
日
本
の
比
で
は
な
い
。

国
家
の
危
機
と
も
言
え
る
状

況
で
の
人
々
の
生
活
や
経
済

の
窮
状
は
、
ま
さ
に
戦
時
下

を
思
わ
せ
る
。

と
こ
ろ
が
、
不
要
不
急
以

外
の
外
出
禁
止
を
強
い
ら

れ
、
暮
ら
し
に
制
約
の
あ
る

ロ
ン
ド
ン
や
パ
リ
な
ど
世
界

各
国
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
治
療
に
日
々

奮
闘
す
る
医
療
従
事
者
に
市

民
が
一
斉
に
拍
手
を
送
っ
て

エ
ー
ル
を
送
る
行
動
が
起
き

て
い
る
。
午
後
８
時
に
な
る

と
、
玄
関
や
窓
か
ら
一
斉
に

拍
手
が
起
こ
り
、
歓
声
が
上

が
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
約

66
万
人
が
医
療
ス
タ
ッ
フ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
を
表
明

し
、
医
療
従
事
者
を
支
援
す

る
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。

医
療
崩
壊
の
危
機
に
瀕
し

て
い
る
今
の
日
本
の
希
望
の

支
え
は
「
我
々
の
医
療
は
感

染
拡
大
を
必
ず
制
御
で
き
る
」

と
い
う
確
信
と
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
携
わ

る
「
我
々
の
医
療
従
事
者
へ

の
信
頼
と
感
謝
」
で
あ
る
。

�

（
文
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

治
療
に
携
わ
る
医
療
従
事
者
た
ち
へ

日
医
が
東
京
都
、
神
奈
川

県
、
千
葉
県
、
横
浜
市
、
川

崎
市
の
各
医
師
会
の
参
画
を

得
て
行
っ
た
大
黒
ふ
頭
に
停

泊
し
て
い
た
ク
ル
ー
ズ
船
に

対
す
る
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
活
動
に
対

し
て
、
こ
の
ほ
ど
加
藤
勝
信

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
、
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

日
医
で
は
国
か
ら
の
要
請

を
受
け
て
、
２
月
14
日
か
ら

20
日
ま
で
、
東
京
都
、
神
奈

川
県
、
千
葉
県
、
横
浜
市
、

川
崎
市
の
各
医
師
会
の
協
力

の
下
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
を
派
遣
。

感
染
防
護
対
策
を
講
じ
た
上

で
、
船
内
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
を
発
症
し
て

ク
ル
ー
ズ
船
で
の
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
活
動
に

           

加
藤
厚
労
大
臣
か
ら
感
謝
状

い
な
い
人
達
に
対
す
る
ヘ
ル

ス
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
た
。

感
謝
状
の
中
で
、
加
藤
厚

労
大
臣
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
国
内
で
の

感
染
拡
大
を
食
い
止
め
た

い
、
そ
し
て
船
内
で
不
自
由

な
生
活
を
過
ご
さ
れ
た
乗

客
・
乗
員
の
方
々
に
健
康
に

日
常
生
活
へ
戻
っ
て
欲
し
い

と
い
う
皆
様
の
強
い
気
持
ち

と
献
身
的
な
努
力
な
く
し

て
、
こ
の
ク
ル
ー
ズ
船
で
の

検
疫
は
実
行
し
得
ま
せ
ん
で

し
た
」
と
し
た
上
で
、
感
謝

の
意
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、

感
染
対
策
及
び
感
染
拡
大
防

止
に
向
け
た
引
き
続
き
の
支

援
と
協
力
を
求
め
て
い
る
。

検 索

詳しくは
日医君グッズhttp://www.med.or.jp/people/info/people_info/008936.html

日医君グッズ好評発売中

日医ホームページ「日医君（にちいくん）」グッズ販売

　日医では、公式キャラクターである「日医君
（にちいくん）」のグッズを販売しています。日常
使いやプレゼントなどにぜひ、ご活用願います。
　価格や購入方法等の詳細は、日医のホーム
ページをご参照下さい。
※ご購入頂きました売上の一部は、日医の「災害対策積立
資産」に繰り入れし、災害発生の際活用させて頂きます。
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ベ
ア
ー
ズ
シ
ョ
ッ
ク

工
藤　
　

信

「
ベ
ア
ー
ズ
シ
ョ
ッ
ク
」

こ
ん
な
タ
イ
ト
ル
の
手
記

を
書
い
て
い
る
患
者
様
が
い

ら
し
た
。
熊
咬

こ
う
し
ょ
う傷

で
口
唇
を

失
い
、
そ
の
再
建
を
目
的
に

入
院
し
て
お
ら
れ
る
患
者
様

だ
っ
た
。

山
菜
採
り
か
渓
流
釣
り
の

際
に
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
襲
わ

れ
た
方
だ
っ
た
と
思
う
が
、

男
性
の
場
合
は
、
襲
わ
れ
た

出
来
事
を
武
勇
伝
の
よ
う
に

語
る
患
者
様
が
結
構
い
る
。

ト
ラ
ウ
マ
に
な
っ
て
二
度
と

山
に
入
り
た
く
な
い
と
言
わ

な
い
の
が
す
ご
い
な
、
と
思

う
。思

い
起
こ
せ
ば
、
幼
少
時

か
ら
大
の
釣
り
好
き
の
私

は
、
中
学
生
か
ら
は
一
人
で

真
っ
暗
な
夜
明
け
前
に
ニ
ツ

井
を
出
発
し
て
自
転
車
で
藤

里
の
渓
流
へ
行
き
、
車
道
の

な
い
よ
う
な
支
流
の
源
流
部

へ
イ
ワ
ナ
釣
り
に
行
っ
た
も

の
だ
っ
た
。

当
時
も
何
と
な
く
熊
へ
の

恐
怖
心
は
あ
っ
た
が
、
ま
あ
、

滅
多
に
出
会
う
も
の
で
も
無

い
だ
ろ
う
と
い
う
楽
観
的
な

考
え
で
、
ど
ん
ど
ん
山
奥
へ

一
人
で
入
っ
て
い
た
。
幸
い

に
一
度
も
熊
に
出
会
う
こ
と

は
無
か
っ
た
。

し
か
し
、
形
成
外
科
に
入

局
し
、
熊
咬
傷
の
患
者
様
の

多
い
こ
と
に
衝
撃
を
覚
え

た
。
北
東
北
３
県
か
ら
搬
送

さ
れ
て
く
る
た
め
も
あ
る

が
、
山
菜
や
キ
ノ
コ
の
シ
ー

ズ
ン
に
は
毎
週
の
よ
う
に
と

か
、
３
日
連
続
と
か
、
救
急

搬
送
さ
れ
て
来
る
の
だ
。

そ
し
て
そ
の
外
傷
の
壮
絶

さ
た
る
や
、
こ
こ
に
は
具
体

的
に
書
け
な
い
よ
う
な
も
の

ば
か
り
。
顔
の
あ
ら
ゆ
る
部

分
の
再
建
を
経
験
し
て
き
た
。

そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
ま

だ
出
会
っ
た
こ
と
の
な
い
野

生
の
熊
に
対
す
る
恐
怖
心
は

増
幅
し
て
い
き
、
一
人
で
山

奥
の
源
流
釣
り
に
は
行
け
な

く
な
っ
た
。

で
も
渓
流
釣
り
は
し
た

い
。
今
時
の
熊
に
は
熊
鈴
は

あ
ま
り
効
果
が
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
渓
流
釣
り
へ
行
く

際
に
は
釣
具
屋
で
見
つ
け
た

熊
撃
退
ス
プ
レ
ー
を
携
帯
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
１
本
１

万
円
く
ら
い
し
た
。
濃
厚
カ

プ
サ
イ
シ
ン
液
？
が
５
メ
ー

ト
ル
も
噴
出
す
る
ら
し
い
。

あ
る
日
、
渓
流
釣
り
で
沢

伝
い
に
林
の
中
を
川
ま
で
下

り
て
い
く
途
中
、
獣
の
匂
い

が
し
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

風
上
に
熊
が
い
る
時
、
獣
臭

が
す
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
の
で
、
背
筋
が
ゾ
ッ
と
し

た
。私

は
、
熊
撃
退
ス
プ
レ
ー

を
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
外
し
、
い

つ
で
も
噴
射
で
き
る
よ
う
に

安
全
弁
も
外
し
た
。
そ
し
て

歩
き
な
が
ら
、
「
こ
れ
、
ち

ゃ
ん
と
噴
出
す
る
か
な
？
」

と
不
安
に
思
い
、
ち
ょ
っ
と

試
し
に
レ
バ
ー
を
握
っ
て
み

た
。

「
ブ
シ
ュ
ー
！

」

凄
い
勢
い
で
黄
色
っ
ぽ
い

煙
幕
が
吹
き
出
し
、
歩
い
て

い
た
の
で
そ
の
煙
幕
の
中
に

自
分
か
ら
入
っ
て
し
ま
っ

た
。そ

こ
か
ら
は
地
獄
　

目

は
痛
い
、
涙
は
止
ま
ら
な
い
、

鼻
も
痛
い
、
息
を
吸
え
な
い
、

皮
膚
も
痛
い
…
…
死
ぬ
か

も
、
と
思
っ
た
。
這
う
よ
う

に
し
て
何
と
か
車
に
戻
り
、

お
茶
で
目
や
鼻
の
中
を
洗

い
、
何
と
か
回
復
し
、
釣
り

は
せ
ず
に
帰
宅
し
た
。

熊
へ
の
恐
怖
心
の
あ
ま
り

に
自
爆
し
た
事
件
（
笑
）
。

熊
撃
退
ス
プ
レ
ー
を
お
持
ち

の
方
、
試
し
打
ち
は
や
め
ま

し
ょ
う
！
　

効
果
は
絶
大
過

ぎ
ま
す
！

�

（
一
部
省
略
）

昨
秋
の
在
南
米
被
爆
者
健

康
相
談
の
帰
途
に
貴
重
な
経

験
を
し
た
話
で
す
。

南
米
各
地
で
の
健
診
・
相

談
を
終
え
、
ブ
ラ
ジ
ル
・
ク

リ
チ
バ
か
ら
乗
り
継
ぎ
、
20

時
間
後
に
成
田
に
向
け
て
ダ

ラ
ス
か
ら
飛
び
立
ち
ま
し

た
。
大
役
を
済
ま
せ
た
安あ

ん

ど堵

と
多
少
の
疲
れ
か
ら
、
映
画

を
見
な
が
ら
眠
り
か
け
た

時
、
画
面
に
〝
ド
ク
タ
ー
コ

ー
ル
〟
が
流
れ
て
い
る
の
で

す
。離

れ
た
座
席
に
い
た
仲
間

の
Ｔ
先
生
も
そ
れ
に
気
付

き
、
顔
を
見
合
わ
せ
る
と
二

人
と
も
深
く
考
え
も
せ
ず
に

立
ち
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
目
ざ
と
く
見
つ
け
た

Ｃ
Ａ
（
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ

ン
ト
）
が
即
座
に
駆
け
寄
り
、

「Are�
you�

a�
doctor?

」
。

南
米
滞
在
中
に
も
何
度
も
問

わ
れ
た
フ
レ
ー
ズ
で
、
反
射

的
に
「Yes

」
と
答
え
た
の

で
す
。

驚
く
こ
と
に
、
Ｃ
Ａ
は
こ

の
返
事
だ
け
で
医
師
と
断
定

し
、
二
人
を
急
病
人
の
元
へ

連
れ
て
行
こ
う
と
す
る
の
で

す
。旅

客
機
内
、
そ
れ
も
米
国

籍
で
の
医
療
支
援
は
初
め
て

で
、
病
状
は
分
か
ら
ず
、
会

話
も
不
安
で
、
断
る
材
料
に

な
る
か
と
「
病
人
や
Ｃ
Ａ
に

日
本
語
は
通
じ
る
の
か
？
」

と
聞
く
と
、
「
大
丈
夫
、
病

人
は
日
本
人
で
、
日
本
語
が

分
か
る
Ｃ
Ａ
が
い
る
」
。
こ

れ
で
退
路
は
断
た
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

機
内
後
方
に
行
く
と
、
通

路
に
倒
れ
て
い
た
急
病
人
は

意
識
が
も
う
ろ
う
、
返
答
は

な
く
、
脈
も
極
め
て
弱
い
。

単
独
旅
行
ら
し
く
、
何
も
情

報
が
な
い
。

訓
練
さ
れ
た
Ｃ
Ａ
は
聴
診

器
、
血
圧
計
を
手
早
く
渡
し

て
く
れ
る
が
、
飛
行
機
の
騒

音
で
全
く
聴
診
は
で
き
ず
、

下
肢
を
挙
上
し
な
が
ら
救
急

薬
を
問
う
と
、
す
ぐ
に
メ
デ

ィ
カ
ル
キ
ッ
ト
の
リ
ス
ト
が

手
渡
さ
れ
、
見
る
と
病
院
の

救
急
カ
ー
ト
と
同
じ
よ
う
に

豊
富
。

「
機
内
で
救
急
薬
を
使
う

に
は
知
識
と
勇
気
が
い
る

が
」
と
尋
ね
る
と
、
Ｃ
Ａ
は

「
分
か
ら
な
い
時
に
は
地
上

医
師
が
指
示
し
ま
す
」
。

と
り
あ
え
ず
血
管
確
保
の

た
め
に
点
滴
を
開
始
し
、
医

師
が
交
代
で
観
察
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
徐
々
に
意
識

が
回
復
し
、
迷
走
神
経
反
射

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
重
篤
で

な
く
て
我
々
に
と
っ
て
も
本

当
に
良
か
っ
た
と
胸
を
な
で

下
ろ
し
ま
し
た
。

こ
の
体
験
に
は
追
加
が
あ

り
ま
す
。
回
復
の
兆
候
が
見

え
た
頃
、
Ｃ
Ａ
か
ら
依
頼
「
機

長
が
今
な
ら
ハ
ワ
イ
に
着
陸

す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
ど

う
す
る
か
決
め
て
く
だ
さ

い
」
。
こ
の
よ
う
な
判
断
も

求
め
ら
れ
る
の
か
と
医
師
の

責
務
を
改
め
て
痛
感
し
ま
し

た
。点

滴
が
終
わ
り
か
け
た

時
、
Ｃ
Ａ
か
ら
身
元
の
確
認

を
求
め
ら
れ
て
渡
し
た
名
刺

の
ア
ド
レ
ス
に
、
後
日
、
航

空
会
社medical�directer

か
ら
お
礼
の
あ
い
さ
つ
と
と

も
に
２
万
５
０
０
０
マ
イ
ル

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
届
き
ま
し

た
。そ

の
メ
ー
ル
に
は
「
わ
が

社
の
飛
行
機
に
乗
ら
れ
た
時

に
は
歓
迎
す
る
」
と
記
さ
れ

て
お
り
、
さ
す
が
米
国
と
思

っ
た
が
、
医
師
と
し
て
登
録

さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
頂
い
た
マ
イ
ル

は
機
会
が
な
く
使
用
し
て
お

ら
ず
、
期
限
切
れ
に
な
り
そ

う
で
す
。

�

（
一
部
省
略
）

テ
レ
ビ
で
は
よ
く
関
西
都

市
対
決
の
よ
う
な
も
の
が
あ

り
、
非
常
に
興
味
深
く
、
放

送
を
し
て
い
る
と
つ
い
観
て

し
ま
い
ま
す
。

他
の
地
域
か
ら
は
「
関
西

人
」
と
一
括
り
に
さ
れ
ま
す

が
、
関
西
は
２
府
４
県
あ
り
、

ま
た
同
じ
県
で
も
場
所
に
よ

っ
て
喋
る
言
葉
や
文
化
は
異

な
り
、
関
西
の
中
で
も
意
味

が
通
じ
な
い
こ
と
や
、
違
っ

た
食
文
化
も
多
い
と
感
じ
ま

す
。今

回
は
兵
庫
県
の
主
に
神

戸
市
視
点
で
、
大
阪
と
は
違

う
文
化
や
言
葉
に
つ
い
て
書

い
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

「
た
こ
焼
き
」
と
「
明
石

焼
き
（
玉
子
焼
き
）」

大
阪
で
言
う
と
た
こ
焼
き

は
、
ソ
ー
ス
と
マ
ヨ
ネ
ー
ズ

を
か
け
る
の
が
一
般
的
で
す

が
、
兵
庫
県
明
石
市
の
た
こ

焼
き
は
、
大
阪
で
見
掛
け
る

た
こ
焼
き
よ
り
も
黄
色
く
柔

ら
か
く
、
食
べ
方
も
出
汁
に

つ
け
て
食
べ
ま
す
。
ま
た
、

そ
れ
は
た
こ
焼
き
で
は
な
く

「
明
石
焼
き
」
と
呼
ば
れ
、

明
石
や
神
戸
で
は
「
玉
子
焼

き
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多

い
で
す
。

「
～
し
よ
っ
た
」

「
こ
け
よ
っ
た
わ
」
と
私

が
言
う
と
、
友
人
に
「
ん
？　

誰
も
こ
け
て
へ
ん
で
？
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。

兵
庫
で
は
、
「
～
し
よ
っ

た
」
は
「
何
か
を
し
そ
う
だ

っ
た
」
と
い
う
意
味
に
な
る

の
で
、
「
こ
け
そ
う
に
な
っ

た
け
ど
結
局
こ
け
な
か
っ

た
」
と
い
う
意
味
に
な
り
ま

す
が
、大
阪
で
は
誰
か
が「
こ

け
た
」
と
い
う
意
味
の
よ
う

で
す
。

あ
ま
り
兵
庫
特
有
の
言
葉

と
し
て
有
名
で
は
な
く
、
他

の
地
域
で
は
通
じ
な
い
と
い

う
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
の

で
驚
き
ま
し
た
。

「
ぼ
っ
か
け
」

神
戸
の
う
ど
ん
屋
さ
ん
で

「
ぼ
っ
か
け
う
ど
ん
に
す
る

わ
～
」
と
言
う
と
、
友
人
に

「
ぶ
っ
か
け
や
ろ
！

」
と
つ

っ
こ
ま
れ
ま
し
た
。

神
戸
で
は
、「
ぼ
っ
か
け
」

は
、
牛
す
じ
と
こ
ん
に
ゃ
く

を
甘
辛
く
煮
た
料
理
の
こ
と

で
、
そ
れ
を
お
好
み
焼
き
の

具
材
に
し
た
り
、
う
ど
ん
に

入
れ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
ま
ま
食
べ
て
も
お
酒
の

肴
に
な
り
お
い
し
い
で
す
。

そ
し
て
、
ぼ
っ
か
け
の
説

明
を
す
る
と
、
「
そ
れ
っ
て

牛
す
じ
煮
込
み
や
ん
！

」
と

言
わ
れ
て
し
ま
い
、
私
は
関

西
弁
ら
し
い
言
葉
で
あ
る
と

思
っ
た
の
で
す
が
、
他
府
県

で
は
使
わ
な
い
こ
と
に
驚
き

ま
し
た
。

「
味
噌
ダ
レ
餃
子
」

神
戸
の
餃
子
屋
さ
ん
に
行

く
と
、
タ
レ
が
２
種
類
あ
る

こ
と
が
多
い
で
す
。そ
れ
は
、

普
通
の
酢
と
醤
油
を
混
ぜ
た

一
般
的
な
餃
子
の
タ
レ
と
、

味
噌
ダ
レ
で
す
。

味
噌
ダ
レ
は
少
し
ド
ロ
ド

ロ
し
て
い
る
た
め
、
餃
子
の

タ
レ
と
混
ぜ
る
と
よ
り
美
味

し
い
で
す
。

神
戸
の
南
京
町
の
お
店
発

祥
だ
そ
う
で
、
神
戸
で
は
よ

く
見
掛
け
ま
す
が
、
私
は
大

阪
で
味
噌
ダ
レ
を
置
い
て
あ

る
お
店
を
見
掛
け
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。

神
戸
に
は
餃
子
と
ビ
ー
ル

だ
け
し
か
置
い
て
い
な
い
よ

う
な
餃
子
専
門
の
お
店
も
多

く
、
餃
子
屋
さ
ん
の
は
し
ご

を
す
る
人
も
よ
く
お
ら
れ
ま

す
。
１
人
で
２
人
前
以
上
の

注
文
が
必
須
と
な
る
こ
と
が

多
い
の
で
、
行
か
れ
る
際
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

以
上
、
私
が
思
う
兵
庫
独

特
の
も
の
で
す
。
ほ
と
ん
ど

が
食
べ
物
の
話
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
私
は
居
住
地

が
兵
庫
県
で
す
が
、
大
阪
で

過
ご
す
こ
と
が
多
い
の
で
、

次
は
大
阪
側
か
ら
見
た
兵
庫

と
の
違
い
も
調
べ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
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お知らせ
　受賞者の日常の活動を紹介する冊子『第8回日本医師会　赤ひ
げ大賞　かかりつけ医たちの奮闘』並びに入賞作品と表彰式の模
様を掲載した『第3回生

いの ち

命を見つめるフォト＆エッセー入賞作品
集』を『日医雑誌』5月号に同梱しています。ぜひ、ご覧下さい。

　なお、『第3回生
いの ち

命を見つめるフォト＆エッセー入賞作品集』は
ご希望の方にプレゼントします。切手140円分を同封の上、下記
に申し込み願います（2部以上を希望する方は要連絡）。

日医広報課
〒 113-8621 東京都文京区本駒込 2-28-16

03-3942-6483（直）　 kouhou@po.med.or.jp

申し込み・
問い合わせ先

令
和
２
年
度
分
の
基
金
掛

金
を
国
民
年
金
保
険
料
と
合

算
し
て
前
納
を
選
択
さ
れ
た

加
入
者
に
つ
い
て
は
、
４
月

30
日
に
指
定
の
口
座
よ
り
一

年
分
の
掛
金
の
引
き
落
と
し

を
行
っ
た
。

残
高
不
足
等
で
引
き
落
と

し
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
、

本
年
分
の
掛
金
納
付
は
自
動

的
に
毎
月
払
い
の
引
き
落
と

し
に
変
更
さ
れ
る
。

ま
た
、
国
民
年
金
保
険
料

と
合
算
せ
ず
に
基
金
掛
金
の

み
を
前
納
す
る
場
合
、
６
月

１
日
に
一
年
分
の
引
き
落
と

し
と
な
る
が
、
残
高
不
足
に

よ
り
引
き
落
と
し
が
で
き
な

か
っ
た
際
に
は
、
自
動
的
に

毎
月
払
い
の
引
き
落
と
し
に

変
更
と
な
る
。

こ
の
場
合
、
前
納
割
引
が

適
用
さ
れ
な
く
な
る
の
で
、

早
め
に
引
き
落
と
し
口
座
の

確
認
、
入
金
を
お
願
い
し
た

い
。国

民
年
金
基
金
は
、
「
人

生
１
０
０
年
時
代
」
へ
の
備

日
本
医
師
・
従
業
員
支
部 

案
内

基
金
掛
金
の
前
納
に
つ
い
て

長崎県
 キャリア・デベロップメント
                      支援事業スタート

特
別
寄
稿

ながさき地域医療人材支援センター長　髙山 隼人

表１　キャリア・デベロップメント研修プログラム

1.	目的
これまで都市部の病院で専門医として医療に携わってきた中堅・
ベテラン医師で、地域を“幅広く総合的に診る”ことを志望する
医師に対して、総合診療医へのキャリア・デベロップメントを支
援し、地域医療を行う医師を確保する。

2.	対象
市町の公的な医療機関に勤務する医師

3.	研修内容
外来診療で必要な各診療領域の基本を学び、専門医に相談すべき
レベルを学ぶ。

4.	研修方法
①研修モジュール型（一定期間連続して研修）

研修期間：3カ月
モジュール：内科（2カ月）、外科（1カ月）、整形外科（1カ月）、
小児科（1カ月）などから対象者の経験に合わせて組み合わせる

②研修日型
研修期間：6～ 12カ月（研修施設で週1回半日もしくは全日実施）
モジュール：内科（6カ月）、外科（6カ月）、整形外科（6カ月）、
小児科（12カ月）

5.	研修施設
県北地区： 平戸市民病院、生月病院、北松中央病院、柿添病院、

青洲会病院、北川病院など
宇久・小値賀地区：�佐世保市総合医療センター、長崎労災病院、

佐世保中央病院など
上五島地区：上五島病院など
五島地区：五島中央病院など
壱岐地区：壱岐病院など
対馬地区：対馬病院など

え
と
し
て
、
国
民
年
金
に
上

乗
せ
を
行
う
「
公
的
な
年
金

制
度
」
で
あ
り
、
掛
金
の
前

納
に
よ
る
割
引
制
度
の
他
、

掛
金
等
に
対
す
る
税
制
上
の

優
遇
措
置
が
あ
る
。

未
加
入
の
方
は
、
ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
に
国
民
年
金
基
金

へ
の
加
入
を
検
討
頂
き
た

い
。

─
◇

─

問
い
合
わ
せ
は
、
基
金
事

務
局
（

０
１
２
０
─

７
０

０
６
５
０
）
ま
で
。

「
離
島
・
へ
き
地
で
総
合

診
療
」
を
希
望
す
る
ベ
テ
ラ

ン
医
師
へ
の
キ
ャ
リ
ア
支
援

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ

の
支
援
事
業
は
、
都
市
部
の

病
院
で
専
門
医
と
し
て
経
験

を
積
ん
で
き
た
医
師
に
、
地

域
を
幅
広
く
診
る
総
合
医
と

し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
発
展
し

て
い
た
だ
き
、
離
島
や
へ
き

地
で
の
地
域
医
療
に
携
わ
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

き
っ
か
け
は
、
な
が
さ
き

地
域
医
療
人
材
支
援
セ
ン
タ

ー
と
し
て
離
島
で
勤
務
し
て

い
た
だ
く
医
師
を
募
集
す
る

た
め
に
、
各
種
学
会
で
出
し

て
い
る
医
師
募
集
の
展
示
ブ

ー
ス
に
来
訪
し
て
い
た
だ
い

た
先
生
方
と
お
話
し
す
る
中

で
、
離
島
・
へ
き
地
で
の
地

域
医
療
に
踏
み
込
む
に
当
た

り
、
専
門
性
に
よ
る
不
安
が

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
こ
と

に
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
２
０
１
７
年

度
か
ら
長
崎
県
と
協
議
を
続

け
、
事
業
化
が
決
ま
り
ま
し

た
。
２
０
１
８
年
度
に
は
離

島
の
診
療
所
で
勤
務
さ
れ
て

い
る
先
生
方
に
委
員
に
な
っ

て
い
た
だ
き
、
専
門
医
の
先

生
方
が
不
安
を
軽
減
で
き
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
表
１
）
（

http://ncmsc.jp/cd_

gaiyo.html

）
を
構
築
し
、

２
０
１
９
年
度
に
は
、
キ
ャ

リ
ア
を
展
開
し
て
い
た
だ
く

４
領
域
の
研
修
項
目
を
抽
出

し
ま
し
た
。
（

http://

ncmsc.jp/cd_kensyu.

html

）
離
島
で
勤
務
さ
れ
て
い
る

先
生
方
か
ら
は
、
総
合
医
と

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
診
療
領
域

の
知
識
・
技
術
が
必
要
に
な

る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
診

療
を
続
け
な
が
ら
広
が
っ
て

い
く
こ
と
も
多
く
、
勤
務
開

始
に
当
た
り
、
不
安
を
軽
減

で
き
る
最
低
限
の
領
域
と
し

て
、
「
内
科
」
「
外
科
」
「
整

形
外
科
」
「
小
児
科
」
の
外

来
診
療
に
ま
と
ま
り
ま
し

た
。研

修
さ
れ
る
先
生
が
何
を

学
ん
だ
ら
良
い
の
か
、
指
導

医
側
が
何
を
教
え
る
の
か
、

を
提
示
し
た
方
が
良
い
と
の

提
案
を
い
た
だ
き
、
県
・
市

町
の
予
算
化
と
並
行
し
て
、

専
門
領
域
の
先
生
方
に
研
修

項
目
も
抽
出
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

支
援
の
進
め
方
と
し
て

は
、
離
島
の
診
療
所
等
に
勤

務
し
て
い
た
だ
く
際
に
、
当

セ
ン
タ
ー
の
専
任
医
が
ご
本

人
の
キ
ャ
リ
ア
を
踏
ま
え

て
、
所
属
す
る
市
町
の
医
師

身
分
で
事
前
に
研
修
す
る

「
研
修
モ
ジ
ュ
ー
ル
型
」
と

診
療
所
で
勤
務
し
て
い
た
だ

き
な
が
ら
研
修
す
る
「
研
修

日
型
」
を
決
定
し
ま
す
。
更

に
、
勤
務
し
て
い
た
だ
く
地

域
の
基
幹
病
院
で
の
研
修
を

調
整
し
ま
す
。

更
に
研
修
中
も
、
定
期
的

に
当
セ
ン
タ
ー
の
医
師
が
訪

問
し
、
ご
本
人
と
指
導
医
と

の
研
修
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
事

象
を
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
内
科
」
「
外
科
」
「
整
形

外
科
」
「
小
児
科
」
の
中
か

ら
勤
務
し
て
い
た
だ
く
先
生

に
合
っ
た
組
合
せ
を
選
び
ま

す
。
例
え
ば
、
外
科
医
と
し

て
長
年
手
術
に
携
わ
っ
て
こ

ら
れ
た
先
生
で
あ
れ
ば
、「
内

科
」「
整
形
外
科
」「
小
児
科
」

の
外
来
診
療
を
研
修
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

長
崎
県
の
離
島
・
へ
き
地

で
地
域
医
療
を
や
っ
て
み
た

い
と
お
考
え
の
先
生
方
で
、

事
前
に
一
定
期
間
の
研
修
を

行
わ
な
い
と
不
安
だ
と
思
わ

れ
る
先
生
に
は
「
研
修
モ
ジ

ュ
ー
ル
型
」
を
、
地
域
医
療

に
つ
い
て
あ
る
程
度
は
自
信

が
あ
る
が
、
例
え
ば
小
児
科

診
療
に
は
不
安
が
あ
る
と
い

う
先
生
方
に
は「
研
修
日
型
」

を
お
勧
め
し
ま
す
。


